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量産塗布管理　インフォメーション

■  塗布ツール
弊社では高粘度の熱伝導ゲル材を安定して塗布するため兵神装備㈱
製モーノディスペンサーの使用を推奨しています。

高粘度液を瞬時に定量吐出
高圧で吐出できるポンプ構造をニードル直近に配置しているため、
50 万 mPa･s を超える高粘度液でも瞬時に定量吐出できます。

製品の品質向上に貢献
定量性に優れた一軸偏心ねじポンプを原理としているため、吐出精
度が高く、吐出量・形状が安定し、製品の品質向上に貢献します。

 材料のロスを削減
高精度の吐出量コントロールによって塗布量を必要最小限に抑える
ことができるので、塗りすぎによる材料ロスを低減できます。

 調整回数を大幅に低減
バレルの残量が少なくなったり、液体の粘度が変動しても、吐出量
はほとんど変化しないため、調整回数を大幅に減らすことができます。

微少量×高精度
μ L レベルの微少量でも、高精度に安定塗布します。

技術情報　インフォメーション

■  粘弾性について
一液性のサームゲル、パテは粘性（液体）と
弾性（固体）の中間の性質を持つ、粘弾性体

（viscoelastic material）として設計されてい
ます。
ディスペンスで自動実装できる自由度と過酷環
境下での信頼性を両立させるため、一般的な放
熱グリースと比較して硬く、放熱ゴムのような
反発力が存在しない物性を両立し付与させてい
ます。（Chomerics 社　US patent 7,208,192 
B2）

ゲル・パテ系材料はデバイスに圧縮応力を与えずに低い熱抵抗を実現します。
右グラフ：放熱シート各種と放熱ゲル・パテの圧縮反発力 vs 熱抵抗をグラフとしたものです。

■  信頼性試験についてのご注意事項
信頼性試験につきましては、実機での評価を推奨いたします。
外観観察試験が必要であれば表面を荒らしたガラスでの試験
を推奨いたします。（表面粗さ N8 以上　▽▽）

弊社推奨信頼性試験の詳細につきましては弊社営業担当まで
お問い合わせくださいませ。

■  自動実装技術について
コメリクス社のゲル、パテ材料共にチキソ性のある非常に粘度の高
い材料です。粘度は右グラフのようにシア速度に応じてヒステリシ
スを描いており、実装には特殊な技術を要求されます。
太陽金網では小規模量産や試作向けにディスペンス設備を保有して
おり、専門の技術者及び作業者が従事しております。塗布量、場所
及び実装プログラムなどご注文に合わせて試作、加工し、放熱ゲル
が実装されたパッケージを納入する事が可能です。

実装に関しましては次ページのモーノポンプ方式ディスペンサのご
使用を推奨いたします。
設備のご導入につきましてもご相談可能ですので、弊社営業担当と
ご相談くださいませ。
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熱抵抗はASTM D5470にて実測
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GEL30 GEL8010 GEL25NS TC50

Cavity
キャビティー

Stator
ステーター

Rotor
ローター

キャビティーの移動

スタート ローター1回転後 ローター2回転後

※上グラフはGEL規格:GEL30　{粘度目安5000（Pa・s）、常温25℃、容量300ccカート
　リッジ}を使用した際の100ショットでの重量バラツキを確認したものになります。
　狙い重量によりバラツキも変化いたします。そのため、設計の際にはご希望GEL規格・
　狙い重量にて検証試験を推奨致します。
　試作立ち上げ時には当社にて検証試験が実施可能です。
　お問い合わせは最寄の営業窓口までご相談下さい。
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N数（ショット数）

参考データ（太陽金網㈱ 検証試験）
モーノディスペンサーを使用した時の重量バラツキ

GEL30 吐出効率70% 1ショット=1g狙い
  

重量推移

平均値1.035g

上限値（+5%） 

軽量・コンパクト設計
ケーシング内容積を可能な限り小さくし、廃液量を削減。
小型の卓上ロボットにも容易に搭載できます。

長時間の安定塗布
液温やロットの違いによる粘度変化の影響を受けにくい構造
で、生産時の塗布量が安定し、調整工数やダウンタイムの削
減に貢献します。

軸に垂直な任意の断面において、ローター・ステーターで作られるキャビティーの断面積は常に一定なので、無脈動・定量移送が可能です。

ローターの回転角度 

断　面 

ローター 

キャビティー

キャビティー断面積は常に一定

■カートリッジホルダー ■バレルホルダー
バレルを装着し、エア加圧で供給
（残量検知用レベルスイッチを装着可能）

330mLカートリッジを装着し、
エア加圧で供給

HD型 性能・寸法表

3HD006G30
3HD010G30
3HD025G30
2HD035G30

0.024～2.22

0.1～9.8

1.8～160

4.8～320

吐出量
（μL/s）

0.000013

0.00006

0.0009

0.0025

分解能
（μL）

±0.009

±0.04

±0.6

±2.4

吐出
精度
（μL）

0.7

2

2

3.4

ケーシング
内容積
（mL）

161

189

213

213

H
（mm）

390

430

460

510

質量
（g）

47

52

52

41

W
（mm）

35

35

35

35

L
（mm）

ルアーロック方式

Rc1/8

Rc1/8

Rc1/4

ＩＮ型式

※吐出精度は、清水の場合での0.5～5回転程度の吐出量に対する目安の数値です。
※分解能は、モーター1パルスあたりの理論値です。　※ニードル取付部はルアーロック方式です。 

3HD010G30

駆動
ユニット

吐出
ユニット

3H
D0
10

2H
D0
35

吐出ユニットの交換が可能

モーノディスペンサーは、兵神装備株式会社の登録商標です。

パウチ状にした納品も承っております。
ディスペンサーの導入が難しい場合はご検討ください。
詳細についてはお問合せください。

ゲルパウチ




